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本年度の研究の取 り組み 一
本年度は,新 教育課程の全面実施 にあたることを考慮 し、新教育課程実施上の課題とな

る内容を取 り上 げ 児童の主体的な学習を目指 した授業の在 り方を研究のね らいとした。

特に,新 しい学力観 ・評価観 に基づ く具体的な指導の在り方,教 材の とらえ方,評 価の

進め方等について考察 してい く必要がある。

研究を進 めるに当た っては,5つ の分科会を編成 し,各 領域の課題や特性 と関連づけて

論理的思考力の育成(計 算の意味の理解,思 考実験),情 報の選択 と処理(量 の感覚),

既習事項の活用 と発展(割 合の見方 ・考え方,算 数における表現力)等 の視点か ら 「数学

的な考え方 を育て る指導」にっいて実践的に追究 した。
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田 論理的な思考力を伸ばす指導法の工夫

一 計算の意味の理解を深める指導を中心に 一

1主 題 設 定 の 理 由

算数の好 きな理 由として,計 算が得意な ことをあげる児童が多 く,実 態調査の結果で も計

算問題の正答率は高い。 しか し,そ の計算を適用す る文章題 については苦手意識を もち,正

答率 も低い傾向が見 られ る。 また,立 式す ることができて もその根拠 を計算の意味に基づい

て論理的に説明す ることができる児童 はさ らに少な くなる。 このような実態の一因 として,

計算指導において計算の意味が十分指導 されていないことが考え られ る。計算の意味は演算

決定の根拠 となるだけでな く,計 算の仕方 を導 き出す根拠 ともなる大切な学習内容である。

また,計 算の意味を指導す る場は論理的に考えたり説明 したりす る能力や態度を育成で きる

有効な場の一つであ ると考え る。

学習指導要領では,「 論理的な思考力や直観力の育成を重視す ること」が改善の観点 とさ

れている。特にこれか らの計算の指導においては,複 雑な計算を取 り上げて児童に無用な負

担を強いることのないように し,計 算の意味やその仕方についての理解を確実にするととも

に,そ の過程を通 して数学的な考え方の育成を図 ることが大切であるとして いる。

このよ うな背景を踏 まえて,計 算の意味の指導を見直すという観点か ら 「論理的な思考力

の育成」を 目指 した指導の工夫を研究す ることとした。

ll研 究 の ね ら い

1.論 理的な思考力と計算の意味の理解とのかかわりを明 らか にす る。

2。 論理的な思考力を育てるための指導のあ り方を探る。

lll研 究 の 仮 説

計算の意味を一般化 した り,統 合 した りで きるようになれば,演 算決定の理 由を説明で き

るであろう。

1V研 究 の 内 容

1.論 理的な思考 力と計算の意味の理解 とのかかわり

論理的な思考力を育て る上で有効な計算の意味の指導の場 として次のような場が考え られ

る。計算の用 いられ る場面を一般化 してその計算の意味を明 らかにす る場。整数での計算の

意味を小数 ・分数にまで拡張する場。逆数の導入により乗法 と除法を統合す る場。意味の理
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解を深める場 として,計 算の意味に基づき演算決定す る場。

これ らの場において,は た らいている論理的な思考 力を,「 帰納的な考え方」 「類推的な

考え方」 「演繹的な考え方 」ととらえた。

(1)帰 納的な考え方:計 算の意味を明 らかにする過程で,量 の種類や大 きさ,場 面を捨象 して

共通点を探 し一般化す るときにはた らく考え方。

(例)い くつかの合併の場面を取 り上げ,す べて2っ の数量を1っ にす るという動作 になるこ

とか ら意味を一般化す る。

② 類推的な考え方1新 しい問題場面で演算決定をす るとき,い ままでの学習の中の似たよう

な場面か ら推 しはかる考え方。

(例)5x2.4の 演算決定をす るとき,も し2.4が3だ ったな らば問題場面か ら5×3と なる。

だか ら,5×2,4と してよいだろうと考え る考え方。

(3)演 繹的な考え方=条 件 をもとに,事 柄が正 しいことを説明す るときにはた らく考え方。

(例)演 算決定の根拠を数直線 やことばの式を用 いて説明す る。

これ らを用 いて考えたり説明 した りで きるようになることが,論 理的な思考力が身にっいた

姿 ととらえた。

2.計 算の意味

計算の意味にっいては範囲を含あ様々な とらえかたがある。私達 は子 どもに理解 させたい

計算の意味を以下のよ うに した。加法の意味 と して合併,増 加,順 序,求 大,置 換,減 法の

意味 として求残(減 少),求 差(比 較),順 序,求 小,置 換,乗 法の意味 として倍,積,除

法の意味 として包含除 等分除。

3.論 理的な思考 力を育て る計算の意味の指導の工夫

(1)計 算の意味を理解 させ る方法

児童が計算の意味を理解す る方法 として,以 下の①～⑤の方法が有効である。

① 具体的な操作……問題場面をおは じきなどの具体的な操作で表す ことにより,場 面を統

合 したり意味を一般化できる。(主 に帰納的な考え方が育成で きる。)

② 絵 図 具体的な操作を絵や図に表す ことを通 して意味を一般化で きる。(主

に帰納的な考え方が育成で きる。)

③ 図,線 分図………テープ図やア レイ図,線 分図な どを用いることにより量の種類や大 き

さや場面を捨象 して意味を一般化で きる。(主 に帰納的な考え方が育

成で きる。)ま た,加 法と減法の相互関係が明 らかになる。
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④ 数直線 ………数量の関係を明確に表す ことがで き,数 を拡張 して も乗除法の意味を一

般化で きる。(主 に類推的な考え方,演 繹的な考え方が育成できる。)

⑤ ことばの式……計算の意味を一般化で きる。(主 に帰納的な考え方が育成で きる。)

また,こ れ らは論理的思考の手助け とな る方法であり,演 算決定の根拠を説明する方法 と

して進んで使え るように したい。特に数直線 は次のような理由で極めて有効であると考える。

・ 数量の関係を明確 に表示することがで きる
。

・ 単位量を数直線に表すことにより
,こ とばの式 と結 びっ け意味を一般化 しやす い。

・ 数直線上の数量の位置関係 により,乗 法 ・除法の意味を視覚的にとらえやすい。

・ 数を拡張 したとき,数 直線の形か ら類推 して計算の意味をと らえ ることができる。

② 指導の工夫

論理的な思考力を さらに伸長するたあには,(1)で 示 した方法を以下の①②の ような系統を

もとに,③ ④⑤ に留意 した指導が必要であると考えた。

① ことばの式を用いると的確に説明す ることができる。 そこで,2年 生以上 は計算の意味

をことばの式で まとめ る。

② 数直線は演算決定の根拠と して極めて有効であると考え るので十分使いこなせ るように

す る。そこで,3年 生の乗法,除 法の指導では数直線に書 き表す ことを一斉指導する。

4年 生では数直線の よさに気付かせ,徐 々に演算決定の根拠 と して も使わせ る。5,6年

の小数 分数の乗除法の意味の指導は数直線で考えさせ るよ うにす る。

③ 数直線の表す数量関係の意味とことばの式を関連付けて指導す る。

④ 数を拡張する場合の導入にあた っては,常 に整数の場合 と比較 しなが ら学 習を進ある。

⑤ 具体的な操作,絵 や図,線 分図,数 直線 と式,文 章題 との相互の読み替えをする。

4指 導事例 「類推的な考え方 を伸ばす指導例 第5学 年」

(1)単 元名 「小数のかけ算」 一 数直線を活用 して立式する 一

② 本時の目標 ・数直線や ことばの式を用 いて,小 数をかける意味がわか り,立 式で きる。

(3)展 開(◇;こ の授業で伸ば したい論理的な思考 力)

課題を把握する。

(1に のような問題を解

留 意 点

この リボ ン2.4mの 代 金 は何 円で すか。
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いたことがあ ります

か。

C2.

C2.

C

4mが2mな どの整数な ら解

いた ことがあ ります。

4が 整数 なら解けます。

2mな ら80を2回 たせば答えが

でます。2.4mだ と80を2.4回

たす ことで意味がわかりません。

の似たような場面かi

ら推 しはかる。

2.自 力解 決 をす る。

(1)どん な式 にな ります

か。 ま た,そ のわ け

も考 え ま しょう。

(2)「 ×2.4」 の意 味 を

考 え ま しょ う。

c

cz-t

s

C2-2

Cz-s

e

C2-4

80×2.4

2.4mが2mな ら80×2だ か

り,80×2.4で いい と思 う。

2.4mはlmの2.4倍 だ か ら,

80円 の2.4倍 にな る。

(lmね だん)×(長 さ)

(代 金)の ことばの式 が整 数

の場 合 に使え たか ら,こ こで も

使 え ると思 う。

口
80160↓240320(円)

◇類推的な考え方を し

立式す る。

・類推 して立式 した根

拠を,演 繹的に説明

させ る。

(評)整 数の場合 と照 ら

し,類 推 して,こ と

ばの式や数直線など

を根拠 として使お う

としたか。

・ 「2.4に 当たる」と

い う言葉を用いて説

明で きるよ うにする。

・整数の場合と同様に

①小数のかけ算の演

算決定の根拠 として

数直線が使え,②8

×2.4と 立式で きる。

1}ll

O

c

c

C

[}Il
12↑34(m)

2.4

数直 線か ら,2.4mの ときのね

だ んを もとあ る ことが わか るか

ら。

「2.4m分 」の 意味

2.4m分 とは,2.4倍 の こと。

aQ

80160↓240320(円)

lllI

llIl

O12T34(m)

2.4

2.4に あ た る と こ ろ を 求 め る 。
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V研 究 の 成 果 と今 後 の 課 題

1,研 究の成果

q)小 数 ・分数の乗除法の学習で は,整 数の場合か ら類推 して考える態度が身 についてきた。

また,演 算決定の理由について数直線や ことばの式を用いて論理的に説明で きるようになっ

て きた。

(2)具 体的な操作や図,数 直線 ことばの式などを用いることは,計 算の意味を0般 化 した り

統合 した りす る指導にとって有効であることが明 らかになった。

{3)学 年の系統に応 じた数直線の指導により計算の意味の理解が深まり,演 算決定能力が高ま

った。

2,今 後の課題

(15計 算の意味の理解を深める場で,論 理的な思考力を伸ばす指導を さらに追究する。

(2)計 算方法や計算法則を学習する時 に身 にっけることので きる論理的な思考力を探 る。

図 思考実験を生かして 筋道立てて考える子どもの育成

一 乗法 ・除法における指導法の工夫 一一

1主 題 設 定 の理 由

問題解決学習が重視 され るようにな って,か な りの年数が経過 している。課題や指導法に

工夫がなされ,そ れに伴 って,児 童自らがすすんで問題 を解決 してい こうとす る姿勢 も見 ら

れるよ うにな ってきた。一方,意 欲的 に問題に取 り組む ことはで きるが,見 通 しを もって考

えを進めていった り,自 分の考えを筋道立てて説明するといった態度が まだまだ十分育 って

いるとはいえない。 この ことは,「 問題を解いていった過程を大切にす ることより,答 えを

出す ことにカを注 ぐ児童が多いこと}。 また,「 筋道立てて考えを進めてい くこと(論 理的

思考)を 児童 に促す ような指導の工夫を していない ことjr合 目的的に見通 しを もたせ るよ

うな指導を意識 していないこと」等,思 考活動(念 頭操作や具体的操作を伴いなが ら考えを

進めてい く一連の活動〉を大切にす る算数指導が十分になされているとはいえない ことな ど

が原因であると思われ る。

児童 に思考活動を促 し,筋 道立てて考え る力を育てるためには,児 童 自らが 自分の考えを
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整理 し,考 えた ことを場面 に応 じて言葉等で表 しなが ら学習を展開 してい くことが大切であ

ると考える。そのためには,自 らが目的(問 題意識)に あ った仮説を立て,検 証 してい く活

動を生か し,目 的や根拠を明確 に してい く思考実験を意図的 ・計画的に取 り上げる学習過程

を設定す ることがたいへん有効で はないかと考えた。

以上の ことを踏まえて本研究主題を設定 し,と りわけ数と計算領域の中で は比較的難 しい

といわれている 『乗法と除法』における指導法を工夫す ることで主題に迫ることに した。

ll研 究 の ね ら い

1.筋 道立てて考え る児童の姿および思考実験をす る児童の姿を明 らかにす る。

2.筋 道立てて考え る児童を育て るために,思 考実験 を生かす指導のあり方を探 る。

3.各 学年で思考実験を生かす ことができる乗法 ・除法の指導場面を明 らかにす る。

III研 究 の 仮 説

問題解決学習において,思 考実験を生か して主体的 ・創造的な態度を育て ると,筋 道立て

て考える力がつ くであろう。

IV研 究 の 内 容

1.「 筋道立てて考えるカ」につ いて

先行研究においては,「 筋道立てて考えるカ」につ いて様々な表現を とっている。その中

で強調 されていることに 「根拠を もって考えを進めて いく」がある。本グループで は,さ ら

に,自 分の考えを振 り返 り,説 明 していくことのできる力 も大切であると考え,「 問題 に対

して,根 拠をもって考えを進めていき,さ らにその考えを1順序立てて説明することができる

力」 と規定 した。つま り,既 習事項を用いて帰納 ・類推 ・演繹的に考えを進め,解 決 した方

法やその過程を 「～だか ら～」と表現す ることがで きる力とい うことである。 この力は,児

童 に主体的 ・創造的な態度を育て ることによって伸びると考えた。

2.「 思考実験」について

思考実験一一一一 「

陰蹴 豊欝
(広辞苑:岩 波書店)

本グループが考える思考実験

問題解決にあた り,仮 説を立てて検証 してい く

活動 を生か し,児 童 自らが目的や根拠 を明確 に

して解決 してい く学習過程

一般的に,思 考実験は念頭操作的活動 ととらえ られている。

しか し,本 グループでは,「 思考」と 「実験」の意味を検討 し,算 数指導における 「思考
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実験」は,念 頭操作だけではな く具体的な操作をも伴いなが ら考えを進めてい く一連の活動

であ り,広 義の見通 しをもとに問題解決する過程そのものであると考え,前 記のよ うに規定

した。

思考実験を生かす児童の姿 は以下の通 りである。

【思考実験を生かす児童の姿】

1.操 作活動を伴いなが ら,仮 説を立てる。

(も し～だった ら～であろ う,こ うすれば こうなるであろう)

2.仮 説を検証す る。仮説を修正す る。

3.解 決の結果や過程を振 り返 り,仮 説の妥 当性を検証す る。

4.仮 説の統合や一般化を図 る。

5,新 しいきまりや考え方を作 り出す。

また,前 述の思考実験 についての考え方 と指導場面を照 らし合わせ ると,以 下のよ うな思

考実験を使 うよさが表れて くると思われ る。

○仮説を立て ることによって,目 的意識を もって問題解決にあたることがで きる。

○仮説を立て ることによって,解 決の方法や考え方を主体的に見つけることがで きる。

○仮説を検証 ・修正す ることによって,根 拠 を明確に して思考す ることがで きる。

○個人で立てた仮説を学級全体の仮説に統合 し,検 証することによって,新 しいきまりや

考え方を作 り出す能力や態度を伸ばす ことができる。

3.「 筋道立てて考える力 」と 「思考実験」との関連

仮説を立て,検 証す るとい うことは,児 童が主体的に自分で何をや った らよいのかがわか

ることであ り,修 正 ・統合 してい くことは,新 しい考え方を作 り出 し創造的な態度 を身にっ

けることであると考え る。 このような一連の活動(思 考実験)は,筋 道立てて考える力を育

て ることに非常 に深 く関わ っている。その ことをまとめると以下の表のよ うになる。
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4.思 考実験を生かす指導法

【授業仮説】 問題解決学習 において,積 極的に思考実験を生かすことによって,主 体的

・創造的な態度が育っであろう。

(1)課 題の工夫

思考実験を意識的に取 り上げるため,以 下の ことに重点をおいて課題設定を工夫 し,児 童

に十分考えさせるよ うに して いく必要がある。

◎多様な考え方がで きる課題

◎具体的な操作などを有効に活用できる課題

◎問題解決の必要性がある課題(目 的意識がはっきりもてる もの)

◎発展性がある課題(仮 説を立てて検証 してい くことが他の場面で有効 にはたらくもの)

(2)指 導過程の工夫

問題解決を させ るにあた って,児 童が思考実験を生かせ るようになるたあに,意 識的に仮

説を設定する場面を設け,そ れぞれの場面で次のよ うな働 きかけが必要である。

課 題 把 握

計

実

統

画

行

合

仮説の設定

検 証

仮説の修正

上記の学習

○既習事項 との違 いを明 らかにさせる。

・このままではで きないの はど うしてかを考えさせ る。

○ 「こうすればで きるであろ う」とい うことを自分な りの言葉で表現 させる。

(個人 レベルでの仮説)

・で きるだけ 「こうなるであろ う」 というところまで考え させ る。

○自分の考えで解決 して確かめる。

・他の場合で も考 え られるだろうか。

○同 じ方法や考え方に目をっけて,そ れぞれの考えを統合 して いく。

・ 「……だか ら……である」 と,根 拠を もって発表させ る。

○個人 レベルでの仮説を全体 レベルの仮説と して統合す る。

・どれ にもつながる考えはどういうことか考え させ る。

○統合 した仮説が どんな場合に も有効にはた らくか とい う意識で検証 させ る。

・で きない場合の事例を大切 に取 り上 げる。

○ より一般的な場合に もいえ る仮説に修正する。

程 は,主 に上学年の場合であり,課 題の内容や学年によって働 きかけを変え

てい くことを配慮す る必要がある。
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5.指 導事例3年 「かけ算一2」(2時 間扱い)

讐 馨1鷺轡[撫x_〕
《個人レベルでの仮説》
コ ロ コ ロ コ コ コ コ

1たし算でやるll絵 にかくll九 九を使えるようにするll12を 分けて考えるl
lllIIIll

12
i28i灘812x3=4×3=4x9×3'ZIOx32x3:31736

+12
36灘12x3:366x2x3'26×36×3:183618

:1♂6129x33x3:2;736

いっでもできるが どちらの場合も12を 九九の使える数に

数が大きくなると 分けて考えている。
大変だ。

(検算に使おう)か け算の形に たし算の形に
分けている。 分けている。

《全体レベルでの仮説》

かけられる数をかけ算の形に分けると かけられる数をたし算の形に分けると
九九が使えるだろう。 九九が使えるだろう。

かけられる数が変わっても立てた仮説が言えるかどうか検証する。(20ま での数)
'6x3:8x2x3

8x616＼ 灘 書 メ&… で きる

13x3:48・… 驚 雲な4、16＼1獺74&… で きる

↓137x3x3:ll73駐 … で きる
できな4蝪 合がある ↓

いっでもできる

 

團
圓
]
圖

同
回

[圏

同
圏

囲
閥
H
国

同
閣

囲 かけられる数をたし算の形に分けると九九が使えるだろう。

V研 究 の ま とめ と今 後 の 課 題

《研究のまとめ》

(11思 考実験を生かす ことによ って,自 ら新 しい考え方を作 り出 して いこうとする主体的 ・創

造的な態度が育ち,解 決 していった手順や結果を的確にま とめた り説明 した りするといった

筋道立てて考 える力が伸びて きた。

(2)乗 法 ・除法の指導で,思 考実験を有 効に生かせる場面を明 らかにす ることによって,結 果

に固執せずに新 しい ものを作 り出 してい く過程を大切 にす る態度が身について きた。

《今後の課題》

他の単元や領域 において,思 考実験 を生かす ことがで きる場面を明 らかにす る。
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團 豊かな量感覚を育てる指導法の工夫

一 情報交換活動を通して 一

1主 題 設 定 の 理 由

「量 と測定」領域では,量 の概念を深めた り,量 感を育てた り,概 測する力を育てたりす

る研究がなされて きた。その成果は都算研の実態調査において も報告 されて いる。

しか し,一 方児童の実態 として,「 知識 ・理解」がありなが らも,「 高学年 にな って も直

接比較や間接比較 しか思い浮かばない。」 「直前に習 ったことのみが先行 して,適 切な処理

がで きない。」 「公式の利用ばか りにとらわれ,な かなか発想の転換がで きない。」などの

傾向がみ られ る。

これ は,量 にっいての感覚が十分に育 っていないか らではないかと考えた。そこで,量 に

っいての感覚 に焦点をあてた研究の必要性を感 じ,本 主題 を設定 した。

児童の量感覚を育てるには,量 感覚の具体 的要素にっいて明 らかにす るとともに,そ れ ら

の関連を図 った指導計画を作成 し,授 業を通 して児童の量感覚を育て る指導の工夫について

研究す ることに した。そ して,そ の有効な手立ての1っ として,情 報交換活動 を取 り入れて

実証 してい くことに した。

ll研 究 の ね ら い

1,量 感覚の具体的要素を明 らかにする。

2.量 感覚を育てるための情報交換活動のあ り方を明 らかにする。

lll研 究 の 仮 設

多 くの解決方法を実際に確かめ,よ さを実感で きる学習過程を工夫すれば,量 感覚の具体

的な要素が育つであろう。

lV研 究 の 内 容

1.量 感覚 とは

例えば,公 式で は容易 に求め られない立体の体積を求めるのに,水 に置き換えたり,同

質の物の重 さに置き換えた りする能率的にで きるアイデアが もて ること,測 る対象 によっ

て計器を的確 に選択で きること,量 の大きさを表すのに,適 切な基準を設け数値化で きる

ことなどそれぞれの目的や場面に応 じて,よ りよい方法を確実に選 び,解 決 していける能

力として,量 についての豊かな感覚(以 下 「量感覚」 とい う)を 次のように考え,研 究を

進めることに した。
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量 感 覚

生活に関係の深い様々な量について,目 的や場面に応 じて柔軟に見たり考えたりする能力

2.量 感覚の具体的要素

量感覚の具体的要素と しては,以 下 の5っ があげ られ ると考えた。

q)量 の概念

学習内容その ものの知識 ・理解 はもちろん,量 の保存性 や連続性,性 質などを含めた

意味での量の概念が身に付いていること。

(2)量 の大 きさの数値化

量の大 きさを表すには,数 値化が必要である。何を基準に数値化すればよいか,ど ん

な単位を選び,は したをどう処理す るかを判断できること。

(3)基 本的な単位に関す る量感

対象 となる物を測定する際に,1mやlkgな どの基本的な単位にっいて,そ の表す量

の大きさを 「感覚的」にっかんでいること。

(4)概 測の方法,手 順

概測の際に,測 定す る対象 を大 まかに区分 した り,分 割 した りする方法を身にっけて

いること。

⑤ 測定の方法,手 順

どのような計器を用いてその量 を測 るか,ど のような手順をふんで測定す るかなどを

通 して,目 の前の事象を能率的に処理 していけること。

数値化

量の概念

/＼
_

測定 概測

3.情 報交換活動をとり入れた指導過程

実際の授業で この5っ の要素を生かす ために,

ることとした。

-12一

この5つ の要素は,相 互に関連 し,結

びっ きなが ら量感覚を育てていくものと

考え る。 また,こ れ らは学習のね らいで

あるとと もに,学 習の過程で身にっけさ

せたい内容で もある。

従 って,児 童の量の学習に対する意欲

や関心,態 度の育成に もかかわ って くる

ものであ るといえる。

目標に行き着 くまでの指導過程を工夫す



毎時間の 目標を達成するまでの過程において,よ り多 くの解決方法を知 り,そ の中か ら

最 も適 しているものを選択で き,納 得のい くまで確かめることがで きれば量感覚の5っ の

要素が生かされ,育 て られ るのではないだろ うかと考え,そ の流れを生か した指導過程を

左図のように構成 してみた。

「情報交換」の場の設定。 自力解決1の 後に,一 人一人が解決 した方法を紹介 し合 う活動

問 題 把 握

↓

解 決 の 計 画

↓

自 力 解 決(1)

↓

情 報 交 換

↓

自 力 解 決 ②

↓

練 り 上 げ

ま と あ

例えば,第5学 年の三角形の求積の学習で,

で倍積変形で解決 した児童の説明を聞 き,

にあた る。 自分の方法 と比べ簡単で正確であることに気付いた。 この児童は,量 感の5っ

の要素の うち 「量の概念」が深 まった と考え られ,次 の課題 にあた っては,2っ の解決方

法を持 って解決 にあたることがで きる。

この学習過程を通 して,自 己評価や相互評価をす ることもで きる。例えば,先 の児童で

いえば,情 報交換後では,自 分の考えが深 まった ことに気付 くことがで き,よ りよい方法

を説明 して くれた友達に も目を向 けることもで きる。 このような活動を通 して,自 己の変

容や友達のよさにも気付 くことがで き,意 欲を もって次の課題 にも取 り組めることが期待

で きる。

意欲的な学習態度が身に付けば,課 題に対 しての結論 よりも過程を重視す るようになり,

量感覚の具体的な要素が耕 されてい くことが予想 され る。

の場である。情報を交換 し合 う中で,自 分 と同 じ考えを確認 し,自 信

を得た り,自 分の誇 りを発見 したり,自 分の考えを修正 した り,友 達

の考えを参考 に して新たな解決方法を考え付 くなどの児童の活動が期

待できる。

「自力解決② 」の場の設定。情報交換で得た情報を もとに,も う一度

課題に挑戦す る場であ る。友達から得た情報を もとに,も う一度考 え

直 したり,友 達の方法を実際に行ってみた り,友 達の考え方を もとに

新たな考えを発見 したりす るな どの 自力解決ωをさらに充実 した活動

が期待で きる。

以上 の2つ の場を設 けることで,従 来の授業形態 と異なり,練 り上

げに至るまでに児童一人一人の考えが広 く生かされ,友 達の考えや自

分の考えのよさを実感を伴って理解することがで きるので はないかと

考える。

等積変形で解決 した児童が,情 報交換の場

自力解決(2)の場で早速その方法で もう一度解決
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V指 導 事 例

1.単 元名 「面積」(第4学 年)

2.本 時のね らい ・複合図形の面積を求め ることがで きる。

・等積変形 して面積を求 めることがで きる
。 (量 の概念)

3.展 開

課

題

把

握

自
力
解
決
ω

情

報

交

換

自

力

解

決

②

学 習 活 動

T.黒 い部分の面積を求めま しょう。

○留意点 ◎評価

○図を提示する。

ア瑠 イ暫 ウ7F面

T,ど の形の面 積 が一 番広 いか 予想 して み ま しょう。

C.アC.イC.ウC.エC.ど れ も同 じよ うだ。

T.一 番 広 い と思 った形 の面 積 を求 め ま し ょう。

C.△ が求 め られ な い。C.ば らば らに して求 め る。

C.あ る程 度の ま とま りを作 って求 め る。

C.一 っ の正方 形 に ま とあ て求 め る。

T同 じ形の面積を求めた人の考え方や,他 の形の面積 を求

めた人の考え方や面積を比べま しょう。

C△ は口にすれば求 め られた。C.同 じよ うに求めていた。

Cち が う求め方があ った。C.他 の形 も同 じ広さだった。

Tよ いと思 った求め方で,も う一度やってみま しょう。 ま

た,他 の形で も確かめてみ ましょう。

Cば らばらに して面積を求め られるが,大 変だ。

Cど の形 も,面 積が同 じだ った。

C一 っにまとめて簡単に面積が求め られた。

替1T・ 今 日の学習で気付いたことを発表 しま しょう・劇
cど れ も広 さが違 うと思 ったけれ ど やつてみた ら全部同

・ じだ った。
ま
とCは じめ,一 っ一っの面積を求めてか らた して求めていた
め

けれど,一 っにまとめて求あると,簡 単に求め られた。

○形を構成で きる色板

の入 った袋を配布す る。

○同 じ広 さと思 った児

童は求めたい形にする。

◎目的を もって,情 報

交換 しているか。

◎よ りよい考え方,見

方を自分の ものにす る

ことがで きたか。

◎複合図形を等積変形

して求め られるよさが

わかったか。
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Vl研 究 の 成 果 と今 後 の 課 題

1.研 究の成果

(1)量 感覚を具体的要素を授業の視点 とすることによって,解 決の方法 に目が向き,一 面

的な解決か ら多面的な解決をす るようになって きた。

(2)指 導過程の工夫 として情報交換を取 り入れることによって次の様な変容が見 られ た。

・ 一人一人の児童がそれぞれの問題意識をもって,課 題の解決にあたることがで きるよ

うにな ってきた。

・ 情報の取捨選択の機会が多 くな り,目 的に応 じたよ りよい解決方法を 自ら見っけだせ

るようにな ってきた。,

・ 自己評価や相互評価を通 して,自 らの力でよりよい解決を 目指す姿勢が見 られ るよう

になって きた。

2.今 後の課題

q)本 研究でいう量感覚が どのように身に付いてい くか,継 続的な観察を続 けて い く。

{2)量 感覚を育てるためには,情 報交換が有効であることを,さ らに実践を通 して検証 し

てい く。

囚 「割合の見方 ・考え方」を生か した指導法の工夫

一 乗法 ・除法の意味の拡張 とそのよさをおさえた指導 一

1主 題設 定 の 理 由

算数の学習の場面の多 くは,二 っ以上の数量の関係を考察するものであるが,児 童の実態

をみると二量の関係を把握することがむずか しいことがあげ られる。その原因の一一っ として

学年の段階を考慮 した低学年か らの系統的指導の積み上げを欠いていることが考え られる。

二量の関係を しっか り把握 させ るための大切な見方 ・考え方のなかに 「割合の見方 ・考え方」

がある。 この 「割合の見方 ・考え方」を生かす場面 として,乗 法 ・除法の意味の拡張の場面

を とりあげ ることに した。 「割合の見方 ・考え方」を生か して二量の関係を明 らかに してい

くことは,乗 法 ・除法の問題の構造 を統合的にとらえるという数学的な考え方 と深 く関連 し

ている。 また,「 割合の見方 ・考え方」を生か して問題を解決す ることは,児 童 自らが4算

数を創造す る"こ とと結 びっ くと考え,本 主題を設定 した。

ll研 究 の ね ら い

1.「 割合の見方 ・考え方」 と,乗 法 ・除法の意味の拡張 との関連を明 らかにする。

2.「 割合の見方 ・考え方」を生か した指導のあり方 とその指導の方法について明 らかにす る。
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lll研 究 の 内 容

1「 割合の見方 ・考え方」について

一般 に
,割 合 は,「 ある数量Bを もとに して,他 の数量Aが その何倍であ るかを表 した数

P」 と定義 されている。 しか し,割 合 という用語の意味を理解 させ る事だけを重視す ると,

何が もとでその何倍を表 している数 はどれかという言葉だけの指導に落 ち入 りやす くなる。

二量の相対的な関係をとらえる事がで きなければ,本 当に割合の意味が とらえ られた とは

言えない。本研究では,こ の二量の関係をとらえようとす る態度や能力が大切であ ると考 え,

二量の関係をとらえようとする態度や能力を以下の5っ に分類 して考え る事に した。

① 見通 しを もっ態度や能カ ー 学習課題に対 し,解 決の方法について見通 した り,結 果の

見当をっけた りする態度や能力

(例)・ 分数の乗法の しくみを,小 数の乗法の しくみを考えた ときと同 じように数直線

を利用 して,イ メー ジ化 して とらえ る。

・6mを もとに して,そ の0.8倍 を考える時3mよ り長 く,6mよ り短 くなる。

② 事象を柔軟にみる態度や能カ ー その時 々の目的に応 じて事象を多面的 にとらえ,一 方

の見方 ・考え方が困難な時に,他 方の見方 ・考え方をとる態度や能力

(例)34を もとにして2Qを みる場合,小 数倍で考えるより2/3と みる方がよい。

③ 数感覚を養い,目 的に即 した数のとらえ方をす る態度や能カ ー一一っの数をいろいろな

見方で とらえる態度や能力

(例)6は2の3倍,3の2倍,1の6倍,6の1倍,12の 半分,24の 半分の半分

ととらえ る。

④ 式に表 した り,式 をよんだ りす る態度や能カ ー 数量の関係を式 に表現 したり,式 か ら

どんな意味があるか,数 量の関係をよみとる態度や能力

(例)2の3つ 分一・2×3=6→2の3倍 は6,6の1/3は2

⑤ 図に表 した り,図 をよんだ りする態度や能カ ー 数量の関係 を図に表 した り,図 か ら数

量の関係をよみ とる態度や能力
0180□(円)(例)購1譜2口=仁 ト 竿 ÷ll:

Ol1.8(m)

上記の5つ の態度や能力を含めた ものを,「 割合の見方 ・考え方」と し,次 のようにとら

えることに した。
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ある数量Aと ある数量Bと の関係を とらえる時,一 方の数量を もとに して,も う一

方の数量 をその何倍とみようとす る態度や能 力

2.「 割合の見方 ・考え方」を生かすよさ

乗法 ・除法の意味の指導 において,整 数で成 り立 った関係と同 じ関係が小数 ・分数の時 も成

り立っ とい うよ うにその意味を拡張 して とらえる指導場面は,数 学的な考え方を育て るという

点で,と て も大切な指導場面である。

この意味の拡張は,・ 「単位 ×数量=代 金,縦 ×横=面 積」 とい った公式や言葉の式 を用い

る ・実際の測定を もとに測定の考えを用いる,と いった考えで もとらえる事がで きる。 しか し,

ここで特に 「割合の見方 ・考え方」を生か して意味 を拡張する事 は,整 数 小数,分 数 を問わ

ず さらに,何 を単位 にす るか という場面 も問わず,同 じ考え方,同 じ形式で拡張す る事がで

きるというよさがある。

また,「 割合の見方 ・考え方」は日常生活に も用 いる事がで きる見方 ・考え方であ るとい う

点で算数の指導場面に限 らず有効に用 いられ るもので もある。

そ こで,「 割合の見方 ・考え方」を生かす ことは重要であると考え,本 研究をすすめた。

3.指 導の工夫

○乗法 ・除法の意味指導の重視……乗法 ・除法の意味の一般化は,児 童の能力に応 じて行な

い,意 味を吟味する過程を大切にす ることによって,児 童が既習事項を もとに自分で意味

の拡張を しな くてはならないとい う必要感を もたせ る。

○乗法 ・除法の意味のまとめ……計算についてのまとあだけでな く,拡 張 された乗法 ・除法

の まとめを行 う。

・除法の意味 として,比 の第一用法,比 の第三用法を同 じように重視 して指導す る。特 に,

比の第一用法では倍の意味を しっか りととらえ させる。

・基準量を自力でとらえさせるたあに,「1m8kgの2m分 の重 さ」のよ うに乗数 に単位

があ り,1に あたる量が明確にな っている乗法 と,「8kgの2倍 」のよ うに乗数 に単位

がな く,何 を1と す るかが表 されていない乗法 も扱 う。

・乗法 ・除法の意味づけの指導では,小 数の乗法(5年)・ 分数の乗法(6年)を 児童 自

らが創 り出す ことができるよ うにす るために,小 数倍(整 数 ÷整数)を4年,分 数倍

(整数 ÷整数)を5年 で扱 う。
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「割合の見方 ・考え方 」に関係する指導場面で,特 に重要な場面を次の表のようにまとめた。

斡 劃 台 の 衰 し方 除去(船(倍)を 求める) 桑怯(比 鮫量を求める) 除法(基 準量を*め る)

二
年 璽 募蝋

三

年

鱒 籍 咽 を勅 る.

噂難 激
→6+3露F2倍

言葛誓警であ・
睾藻 醗1

鰭 鎗.24媒]を 勅 る.

四

年

⑨マ獺
た.

→6+1_1
いくつにあた籍6は

5

;

}

,t.5倍

◎X整 数の副合の見方 ・考え方
による見直し

藷:難諮縷欝

轡{犠 鳳 きさロを勅
る計算として等分徐の見己しを
はかる.

五

年

◎嚇 へあ鑑 拡彊蕊 鑑

垂i騨磁
讐難 躍織 薙
さを求めることである.

⑥菖鰹強瑠1押

A=6+P

鰭 の顧謡一
、、馨、と劣た謝 、
はいくつにあたるか

◎鵡 謬 鳳嚇
マ亡B

◎7馨糠 鰍
蓬い

くつにあたるか
→2寺3冨2!a213倍

えψ

B=AxP
◎比較量を京める』一一一一一t◎碁坦量を求める

舞 芸!001ii
且一腫0翻

六

年

◎繕 へ嚇 の拡

数蟹 義鎌 を分
翫就 難 舞懇 奈薙

さを求めることである.

1讐鋼 朔
X900-x+800+21/4

鰍厳蓼艦 鐵 理、
はいくつにあたるか

◎燕撚 欄@比2と3の 割合
一。2=3

4.指 導事例概要5年 「小数のかけ算」

(D目 標(2時 間扱い)
・割合の見方 ・考え方を生か し,整 数 ×小数の意味を理解す る。

(2)展 開 ☆割合の見方 ・考え方を生か してい く場面(前 述の 「割合の見方 ・考え方」の態

度や能 力を もとに分類を した)★ 拡張す るよさ

学 習 活 動
[主 題 と の 関 連

課 誕 生会の プ レゼ ン トを包 むた あに,リ ボ ンを買 いにい き ま した。
題 春 子 さん た ちは,lmの 値 段が300円 の リボ ンを,そ れ ぞ れ次 の長 さだ
把 け 買 い ま し た 。 春 子 …2m夏 子 …1.8m冬 子 …1,5m

握 三 人の リボ ンの代 金 は,そ れぞ れ何 円で すか 。

計 Cl夏 子 と 冬 子 は300円 と600円 の 間 に な り そ う ☆見 通 し:整 数倍 を もとに見積 も
画 だ 。 る 。

解 春 子の 代金 ①300×2・!1600円 ☆数感 覚 を養 う:小 数 で表 され て
決 夏 子 の 代 金 ②300+300÷10x8=54U い る もの を いろい ろな 見方 を使
の 0300+300_100x80=540 って整 数 で表す 。

実 ●30a-:ZoXis=X40

行 ⑤300+100×180=540540円
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解
決
の
実
行

冬 子 の 代 金 ⑥300+300÷2=450

⑦300+300÷10×15=450

⑧300x2-300÷2=450

Q9300-10×15=450

⑩300÷100x150=450450円

☆式 に表 す:数 量 の関 係 を式 に表
す

解

決

の

検

討

Thそ れ ぞ れ の 式 を 見 て 気 が 付 い た こ と は な い か 。

C21mと 半 端 に 分 け る 考 え 一 ② ③ ⑥ ⑦ ⑧

C30.01mの 値 段 を 基 に し た 考 え 一 ⑤ ⑩

C40.1mの 値 段 を 基 に し た 考 え 一 ④ ⑨

C5長 さ が 小 数 に な る と た く さ ん の 式 が 出 て し ま

う 。

Tzす っ き り し た 式 で 表 せ な い だ ろ う か 。

C60.01mの 値 段 やa.1mの 値 段 を 基 に し て 考 え

れ ば,す っ き り ま と め ら れ る 。

C7春 子 の 式 は0.1m,0.01mの 値 段 を 基 に し て

い な い

C8春 子 の 代 金 の 求 め 方 の よ う に,

(1mの 値 段)×(長 さ)e(代 金)で す っ

き り 表 せ る の で な い か 。 夏 子300×1。8冬 子

300×1.5と な る の で は な い か 。

T3次 の 時 間 に は,こ の よ う な 式 に し て よ い か 考

え て み よ う 。

☆式 の よみ:数 量の 関係 を よみ と
る

☆数感 覚 を養 う=0.01m,0.1m
の 値段 を基 に した考 え であ る こ
とに気 付 く。

★式 の煩 雑 さに気付 くこ とで拡 張
す る必要 性が で る。

☆事 象を 柔軟 にみ る:整 数 のみ で

考 え て い く こ と に困 難 さ を 感
じ,他 の 見方 を考 え る。

★小数 と整数 を同 じよ うな形式 で
ま とめ ることがで きな いか とい
う欲求 を もたせ る ことが拡張 の
よ さを知 らせ る ことにつ なが り,

割 合の 見方 ・考え 方 を生 か して,
拡 張 して い く必要 感が で る。

課
題
把
握

(2時 間 目)

騨 に 表 せ る3・ ・×1.8,3・ ・×1.5の よ う な 式 に し て よ い か 考 え て み ま し ょ う]

解

決

の

実

行

Cq4年 生 の 時 に1.5倍 や っ た の で2倍 の 時 にx

2に な る の だ か ら,同 じ よ う に ×L5を し て

よ い 。

Cio

l300卑 卑7(代 金)
Oll.5182(長 さ)

Cllも と に す る300を1と す る と2mは2倍,

L5mは1.5倍,1.8mは18倍 に な る の で

こ の 式 に し て よ い 。

☆事 象 を柔軟 にみ る:小 数倍 や長
さを割 合 にお きか えて 考え る。

☆図 に表 す:数 直線 を使 って,二
重 の関 係 を表す 。

検

討

T4ど の よ う な こ と が わ か っ た か 。

Ci2小 数 も 整 数 と 同 じ よ う に か け 算 が で き る こ と

が わ か っ た 。

C13300円 と1と し て,2,L5,1.8に あ た る

と こ ろ を 求 め る 計 算 と い え る こ と が わ か っ た 。

☆ 見通 し=小 数 で も一般 化 で きそ
うだ と考 え る。

IV研 究 の成 果 と今後 の課 題

1.研 究の成果

(D乗 法 ・除法の意味の拡張の場面 において,児 童は 「割合の見方 ・考え方」を生か してい く

ことによ り,乗 法 ・除法の意味の拡張のよさに気づ くことがで きた。

(21問 題解決の過程 において,事 象を柔軟にとらえ,見 通 しをもって考えを進め ることによっ

て,「 割合の見方 ・考え方」を生かせるよ うになった。

2.今 後の課題

他の場面 において も,児 童自 ら 「割合の見方 ・考え方」を生かせ る指導法を工夫 してい く。

一19一



團 表現力を高める指導の工夫

～ 算数 における表現のよさに気づき,考 察で きる子供の育成～

1主 題設 定 の理 由

算数科においては,子 供 たちの気づきや話 し合いを大切に しなが ら,自 らの力で知識や技

能を身につけていく指導の過程 を重視 した研究が これまで も多 く取 り上げられてきた。

しか し,思 考過程や根拠 を明 らかに した説明が うま くで きなか ったり,友 達の考えがよみ

取れず,集 団討議 に参加で きない子供が多 くいるなど,こ れまでの指導の成果が十分に上げ

られていない現状 も見受けられ る。

本研究で は,こ うした子供たちの実態 は算数の授業にお いて,算 数 における種々の表現を

十分に活用 しなが らコ ミュニケーションを図 る指導方法や,よ りよい表現をっ くり上げてい

く学習過程 に工夫がなされていないことが原因である,と 考え 「表現力の育成」に焦点を当

て研究を進めることに した。

ll研 究 の ね ら い

1.「 算数科 における表現力」の内容 とその育成の意義を明 らかにす る。

2.「 算数科における表現力」を育て,高 あ るための指導法,及 び学習過程を工夫す る。

3,「 算数科における表現力」の評価 について追究す る。

lll研 究 の 内 容

1算 数科 における表現力について

新 しい学力観に立 った算数指導においては,「 数理的な処理のよさがわかること」の指導

を強調 している。 「数理的な処理のよ さ」とは,「 数量や図形にかかわる事柄を簡潔 に,明

瞭に,的 確に表 した り伝えた り,処 理で きるようにした りす る」ことである。 また,指 導の

方法からみた改善の方向では,「 自分の考えを的確に伝達 した り,友 達の考えを聞 きその意

図や考えのよさを見い出 した りす ることを重視する」とある。 この内容は算数科 における表

現 力と強い関連がある。

今求め られている算数科の内容か ら 「表現 力」をとらえてみ ると,算 数科で学んだ式や記

号や用語や図や表やグラフなどを適切 に用 いて,事 象や関係を

◇簡潔,明 瞭 的確に表現 ・処理す る

◇表現 ・処理 した考えを的確に伝達す る

◇表現された ものか ら,考 え方や処理 の過程をよみ取 る

こと,と 言える。
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これ らのことを獲得 してい くための基礎的学習能力 として,子 供一人一人に

◆ 自分の考えを相手にわか りやす く伝えよ うとす る態度 自己表現力

◆相手の立場に立 って,考 えたり,理 解 した りしようとす る態度 相互理解力

を身につけてい くことが必要である,と 考えた。

本研究においては,算 数科における表現力をr算 数科の内容』 とr基 礎的学習能力』の2

つの視点か ら,次 のようにと らえた。

①算数 における種 々の表現(具 体物 ・図や絵 ・記号 や式 ・ことば ・表やグラフなど)を

結びっけ,事 象や関係を表 した り,よ んだ り,活 用 したりす ることがで きる。

②集団討議を通 して,算 数の内容に関す る思考の交流ができる。

③算数 における表現や数理的な処理のよさに気づいた り,考 察 したりすることがで きる。

2指 導の工夫

表現力は,思 考力や判断力 と関連 しなが ら働 くものである。 したがって子供たちが授業の

中で十分に思考 したり,判 断 した りした過程や結果を表現で きるような指導の工夫が必要 と

なる。

本研究においては,ま ず各学年のそれぞれの子供の学習傾向をと らえ,低 ・中 ・高学年 ご

とに授業仮説を設定 した。(下 は低学年の傾向か らとらえた授業仮説)

低

学

年

の

学

習

傾

向

◇同 じことを経験 して も見方,感 じ方が個々に異

なる。

◇共通体験が少な く,相 手の説明を理解 しに くい。

◇ 自分の考えを言葉によ って上手 に伝え られない。

◇筋道を立てて考えることが苦手で答えを直感的

にと らえる。

◇活動を通 した学習を好む。

⇒

低
いろいろな表現を

学
用いて事象や関係を

年
とらえてい く活動 を

の

通 し,算 数的な表現

授
や処理の方法 を知 ら

業
せ,そ のよさを感 じ

仮
させ る。

説

この授業仮説に基づいて本研究では指導法を,① 学習過程の工夫 ②課題の工夫 ③学習

方法の工夫の3点 か ら考察 した。

(1)学習過程の工夫
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本研究では,子 供たちが意欲的に考え,思 考の交流 を活発に行え,算 数 における表現や数

理的な処理のよ さに気づ いたり,考 察 したりす ることのできる学習過程 を次のよ うに考えた。

◇学 習 過 程◇

1 課 題 を つ く る

↓

2 考 え を 表 現 す る

↓

3 表 現 を 整 理 す る

↓

4 表現されたものをよみ取る

↓

固 よ りよ い表 現 に気 づ く

↓

6表 現 の よ さ を ふ り返 る

◆子供たちの学習活動◆

一 表現の観点(簡 潔 ・明瞭 ・的確)が 含 まれた学習課題

を話 し合いを通 してつ くる。

一 表現の観点を意識 しなが ら
,自 分な りの考えで表現す

る。

一 自分の考えをまとめる
。その際,再 度課題の観点 をふ

り返 り,友 達に伝わるよう表現を整理す る。

一 友達の表現をよみ取 る。 また,自 分の ことばで説明す

ることで考え方や工夫 した ところを明確に伝える。

一 それぞれの表現を比較 し,課 題に対するよりよい表現

に気づ く。

一 本時で学習 した表現のよさを適切な ことばで まとめ,

発展問題な どで活用 し,表 現の よさをふり返 る。

この学習過程 は2時 間扱 いが適切であり,子 供たちに表現 しよ うとす る観点 を十分に思考

させ,よ み取 らせてい く活動時間を保障 してい くことが大切である。

(2)課題の工夫

子供たちの主体的な表現意欲を喚起 し,そ の表現を生か しなが ら子供間の思考の交流を活

発に行わせ るには,課 題の与え方に工夫が必要である。本研究では,子 供に与える課題を

「表現力を育てる」という視点か ら見直 し,算 数における種々の表現を活用 して,表 現 した

り,伝 達 したりす ることがで きる課題の工夫を次のよ うに行い,授 業に生か した。

①表現,伝 達の観点を明確に した課題づ くりを子供たちと共に行 う導入であること。

②算数における種 々の表現を活用 して,自 らの考えをまとめていける課題であること。

(3)学習方法の工夫

子供たちが学習の中で積極的に思考の交流を行 うようになるには,自 己表現力や相互理解

力を高めてい く場面を意図的に設定 し,そ の能力を育ててい くことが必要である。そ こで学

習過程の中に 「体験的な学習活動」や 「グループ討議」を取 り入れ ることによって,お 互 い

の考え方や表現のよさを比較 し,考 察する素地を育ててい く指導を行 った。
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iv指 導 事 例

1.単 元名 「拡大図 と縮図」(10時 間扱い)

2.目 標(2時 間扱い)

① はっきりとわか りやすい注文書を縦 と横の長 さに着 目して自分なりに工夫 してつ くることがで

きる。…本時

②原図の[亘 互 互コ と拡大された[亘=…7.」4]と の関係を適切に表現し,そ のよさに気づくこ

とが で き る 。 … 次 時

3.展 開(1・2/10)

習

程

学

過

(本時}

課

題

を

つ

く

る

考

え

を

表

現

す

る

整

理

す

る

表

現

を

学 習 内 容

問題場面を知る。

主な発問と予想される児童の反応

T,こ れから,封 筒を配 ります。

T2P6の4』 の クラス表示を新 しくしたいと思 います。

そこで[6の4](原 図)を もとにして,[亘 塑

(拡大された クラス表示を提示)を っ くりたいと思 います。

きれいに仕上げるために,印 刷所 に頼むことに したいと思っ

ています。印刷所には[6の4]の 原図をどのように大 きく

引き伸ばすかを,注 文書にかいてお くります。

注文書の観点を考

え る 。

課題をっかむ。

注文書をっ くるた

めに必要な部分を

測定 し,関 係を と

らえる。そ して,

ノー トに自分の考

えをかき表す。

注文書をつ くる。

T3も しみんなが印刷所の人なら,ど の

ようにかいてほ しいですか。

C,印 刷所の人がわかりやす く書 くことです。

C:は っきりと正確に書 くことです。

印刷所にはっ

かこう。

C3一 画一画の長さを測る。

C,数 字の縦の長さ,横 の長さを測る。

C6外 枠の縦,横 の長さを測る。

Ce面 積を出す。

C,数 字や文字の大きさの縦 と横を同 じ割合

で大 きくする。

Ca原 図と拡大された数字や文字とを比を使

って表す。

T4今 考えた方法で印刷所に注文す る時,ど

のように伝えた らrは っきりわかりやす

く』伝え られ るか を考えてかいてみよ

う。

指導上の留意点

一人一人に原図

と注文書の入 っ

た封筒を配布 し,

中身を予想 させ

ながら興味 ・関

心を持たせる。

傍線の部分には

子供のことばを

用いて課題をっ

くらせる。

拡大されたカー

ド匝]を
一人一人に配布

する。

ヒ ン トカ ー ドの

使 用 。

本時の終わ りに

た くさんの注文

書ができたこと

を確認させ る。

9.次 時の流れ

①表現さ主一 至→発表された注文表をよみ取る活動では,C3は 「の」の文字が曲

が っているので測 るのが難 しい。Csは 外枠の大きさが決まって も,中 に入る数字や文字の大

きさがどの くらいかわか らない。C6は 面積が確かに6倍 にな っているが,6倍 だけだといろ

いろな形が考えられ る。C7・C.は 大変短 く簡単でわか りやすい。とう意見が出された。

②よりよい表現に気づ く→ 「どの注文書がはっきりわかりやすいか」という観点を意識 させ る発

問か ら,注 文書のよさを確かめ,よ り適切 に表現 しているか考えた。子供は,「2倍,3倍 …」

とい う表 し方や 「1:2や1:3」 という表 し方は簡単で正確に伝わるということを互いに確

かめ合 うことがで きた。
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③表現幽 返 至→自分の表現をふ り返 りなが ら,自 分な りに しっか り根拠を持 って選 び

出 した。その根拠が表現の観点であるrは っきり,わ か りやす く」を意識 した ものになってい

るか十分考えさせ ることができた。

5,評 価

① はっきりとわか りやすい注文書を縦と横の長さに着目して自分な りに工夫 してっ くることがで

きたか。…本時

②原図の[6の4]と 拡大された[6=亟=至]と の関係を適切に表現し,そ のよさに気づくこ

とがで きたか。 …次時

V研 究の成 果 と今後 の課 題

〈研究の成果 〉

{1噺 しい学力観に立 った 「算数における表現力」の内容を 「算数科の内容」 と 「基礎的学習

能力」の2っ の視点か らとらえ,そ の育成の意義を明確 にした。

②児童の学習傾向か ら 「表現力を高める指導」の工夫を行なった結果,以 下の力が育 った。

①学習過程を工夫す ることによりr自 分の考えを友達 にわかるよ うに工夫 して表現す る意

欲や互 いによみ取 り理解 しようとする態度が育 ち,集 団討議が活発に行われるようにな

ってきた。また,思 考の交流が活発にな り,数 理的な処理や算数 における表現のよさに

気づ くことができるようになった。

②課題を工夫することによ り,課 題解決にあた り,自 分の考えが表現 しやす くな り,課 題

に含まれた表現の観点で友達 と自分の表現を比べ,自 ら高めていけるようになって きた。

③学習方法を工夫することにより,自 分の考えを工夫 して表現 したり,進 んで友達に説明

しよ うとする態度が身についてきた。また,友 達の考えを生か しなが らよ りよい表現に

高めようとす る態度が身 にっいてきた。

〈今後の課題〉

①表現力の評価について十分に追求できなかった。子供の表現力の高まりの実態から指導

法の改善,及 び評価項目の検討をさらに行う。

②表現 しようとする意欲を高める課題づ くりにおいて,他 教科や日常生活と結びつけなが

ら,さ らに多 くの導入問題の開発を行 う。

③表現力が育っていない子供に対する適切な助言,指 導の手立てを意欲及び 思考力や判

断力と関連させながら追究する。

④単元全体の中で表現力を高めていくための指導計画を作成する。
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